
神経､尺骨神経の分布様式はヒト､類人猿のパタ

ーンとほぼ同じである｡原猿では上腕骨より起こ

り深指屈筋-いく部分が大きく発達し､その支配

枝は長掌筋､浅指屈筋近位筋腹への枝と共通幹を

作る｡浅指屈筋遠位筋腹は上腕骨からの起始をも

たず近位筋腹よりおこり､第2-5指の中節骨に

つく｡支配枝は正中神経の遠位部より分岐する｡

o上腕域 :エリマキキツネザル､ブラウンキツネ

ザル｡烏口腕筋には長､短の2種存在し､筋皮神

経 (MC)は両者の間を通る｡長烏口腕筋(内側

上願まで停止がのびる)にはMCより分岐する枝

が分布するが､短烏口腕筋(外科頚に停止)には

C7或は8より由来し､MCの背側を通る枝が分

布する｡この短烏口腕筋の支配枝はヒト烏口腕筋

において深層近位部分を支配するC7由来の独立

樵 (MCの背側を通る)と近縁な関係にある｡

マカク属サルの前肢帯及び上腕骨に付着する

筋に的する形態機能学的研究

藤野 蝕(東大･農)

同じマカク屈のサルでありながらも､ニホンザ

ルは地上性が強く､一方カニクイザルは樹上生活

性が強いとされる｡本研究では両者のロコモーシ

ョンの差異が特に前肢の肩散域に抗重力筋成分の

形態的な差として反映されているのではないかと

考え､この部位の解剖学的観察を行うと同時に.

筋の相対重畠値も計測した｡なお使用したサルは

各サル8頭3側､又筋名はHowell& Straus

(1933)に従う｡

その観察所見を要約すると以下の様になる｡(》

前肢の後引による前方への推進力を産生する傾向

が高いと考えられる腹胸筋と大胸筋骨部の尾側起

始部分が､ニホンザルではカニクイザルに比してよ

り尾側から起始し､筋線維方向が体軸に対しより

平行になる｡又､ニホンザルでは小胸筋起始も尾

側にずれる｡⑧筋重量比では､ニホンザルの方が

前鋸筋胸部､腹胸筋､大胸筋関節包部及び尾側起

始部分を除く胸骨部が､それぞれ 七一検定､信頼

度95%で有意に大きい｡またカニクイザルの方

が体幹が直立した時に抗重力筋として作用する広

背筋が信頼度90%で有意に大きい｡③ロコモー

ション時の各作用筋群別の合計相対筋重量値を求

めたところ､ニホンザルの方が水平四足歩行時の

抗重力筋成分が信頼度95%で有意に大きい｡

④いわゆるpropulsivemusclesである広背筋及

び尾側起始胸筋群(大胸筋胸骨部の尾側起始部分

と腹胸筋 )の合計相対筋重量値に関しては､こホ

ンザルとカニクイザルの間で有意差が見られなか

った｡相対筋重量値が直接に筋力の比を反映する

訳ではないが､ある程度の目安になることを考え

れば､以上の結果は､両サルのそれぞれの環境へ

の適応を示唆するものと考えられ興味深い｡

今後は例数の増大及び他の研究方法の併用を図

り､更に検討を加えていく予定である｡

.霊長目の前腕屈筋群の系統発生

山田 格(新潟大 ･医)

筆者は支配神経の解析からヒト成体の践指屈筋

(FDS)が起源の異なる二群の筋栄一の1指近位

筋腹(I-P)と他の筋束(Ⅱ･Ⅳ･Y､1-D)

-の癒合で生ずる可能性を主張した(山田,1985)｡

個体発生学的にはFDSが2群の筋原基から生ず

ることが文献的に示されたが､従来の系統発生学

的記載はFDSが単一の筋であることを前出として

おり本仮説の検証には系統的検討を必要とする｡

今年度観察したのはNycticebuscoucang,Let

murcatEa,Microcebebus murinusである｡

ここではN.coucangの所見からこの仮説の適合

性を考察したい｡

所見 :1-P起始は､上腕骨内側上掛 こ8眉をな

す前腕屈筋群起始の第2層で円回内筋･税側深拍

屈筋起始の間に位置する｡丑-Pの大部分はFDS

の中間腰(IT)に停止し､第1-Ⅳ指に至る4

筋東の大部分はITから起こり､2屈をなして窮

Ⅱ･Ⅳ指筋束が残屑､第≠･Y指筋束が深層を占
める｡廿-Pと第Ⅳ指筋束の槙aTl縁にはITに付

着しない部分がそれぞれ僅かに認められ､互に移

行する様な外観を呈するが､不明瞭ながら艇膜様

の中隔が境界をなす｡Ⅱ･Ⅳ･†指の鮎は深指屈
節(FDP)艇に貿かれたのち中節骨に停止し､窮

Ⅱ指腰はFDP腰に合流する｡支配神経は以下の3

群である:1)1-Pの起始付近で槙側から進入す
る正中神経の枝､2)尺骨神経から1-Pの起始付

近で尺側深側面に入る枝､8)前腕下位 1/5付近
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で正中神経の枝が荊Ⅰ-Ⅴ指の各筋束に分布する｡
前二者は筋内で交通する｡3)の枝は筋に入ろ何日こ

二分しそれぞれ1-Dと町･Ⅳ･Yに至る｡工T
を越えた神経の交皿は認められない｡I)の枝は肘

筋以遠で正中神経の尺側分光から分岐し本幹から

分岐する3)の枝とは只TIである｡考察 :FDS は

筋線維束･神経支配ともに対円の2肪求がITで

癒合したものである｡支配神程1)と3)はそれぞれ

ヒトの1-P枝(RS)と､皿･Ⅳ･Y枝(RM)

+I-D枝 (RI)にほほ相同と考えられる｡前
述の仮説は原桧には適用できるといえよう｡

探 題･10

致種霊長日の三叉神経節への血管分布について

太田義邦･時岡孝夫 ･奥田仁志 ･竹村明

iEi･岡田成!!(大阪歯大)

三叉神経節の位置と動脈分布は動物種によって

異なる｡また系統発生や個体の脈管の発生におい

ても､この部分が重要な要となる所である｡

今回我々が観察に用いた材料は食虫目コウベモ

グラ(Mogerakobeae)と詔長日の中から原授

郊ツパイ科コモンツパイ(Tut,aiaglis)､ロリ

ス科ショウギザラゴ(Gatagosenegalensis)､

六校頬オマネザル科コモン.)スザル(Saimiri.
sciurea)､オナガザル科カニクイザル(Maca-

cafascimlaris )である｡

モグラでは神経節は側頭骨でなく蝶形骨大栗基

部に存在し､動脈は外野動脈の顎動脈と浅側頭動

脈はなく､アブミ骨動脈の上･下枝が存在し､神

経節へはこの下枝が分布する｡コモンツパイでは

モグラ同様に蝶形骨大更基部に位置するがミ神経

根は三叉神経孔を通って側頭骨錐体尖を召いてい

る｡動脈はアブミ骨動脈下枝が消失し､神経節へ

は顎動脈の副硬膜枝が卵円孔を通って分相する｡

ショウギャラゴでは､神経壬剛まツパイ同様三叉神

経孔を通って和休尖をrIくが､神経節の位田は前

2者と異なり錐体約両に接して存在する｡動脈は

アブミ骨動脈上枝が末梢を放して消失し､顎動脈

は碇立されているが神経節への枝は派出されず､

内頚動脈の頭蓋腔内からの枝が分布する｡I)スザ

ルでは､神経根は和休尖をrIくことなく神経飢 ま

稚休前面に存在し､動脈はアブミ竹動脈が硬膜に

分花する小枝となり､顎動脈は完全に碓立され､

内珂動脈からはイヌにみられる吻合動脈が存在す

る｡神経節へは顎動脈からの別硬膜枝と吻合動脈

からの節枝が分布する｡カニクイザルでは側頭骨

錐体前面の三叉神経節圧痕に神経節が存在し､神

経節への動脈は顎動脈からの副硬膜枝､内項動脈

からの節枝､さらに脳底動脈の橋枝からの節枝が.

分布する｡

以上のように食虫目から一部霊長目への系統的

比較観察を行なうと､三叉神経節の位置は蝶形骨

大栗から側頭骨錐体前面-と中枢側へ移動し､ま

た動脈においてアブミ骨動脈の消失にともなう顎

動脈の確立および内頚動脈と外頚動脈の完全分離

により三叉神経節への動脈分布が円賀動脈主体へ

と移動すもものと考察する｡

霊長類動脈系の系統発生学的研究

池田 巧･吉井 致 ･三宅信一郎･井上

昏文･田中 均川 1崎医大 )

詔長杯の動脈系の研究は､ヒトの動脈系を知る

上に韮変で､ヒトの破格が詔長頬で保存されてい

ることが和告されている｡孜々は霊長類の動脈系

の解析をおこなっているが､今年度は原猿類の動

脈系の造形写共を立体的に観察し､系統発生学的

に解析するとともにヒト胎児動脈系と比較検討し

下記の結果を得た｡

顎動脈 :頭部動脈系を理解するうえで､顎動脈

は発生過程において､アブミ骨動脈の消失にとも

ない外頚動脈へ供給が変更される韮要な部位であ

る｡観察した原猿類の顎動脈は基本的にヒトと同

様の分枝を示した｡

ヒト胎児動脈系と､ツパイ料､キツネザル科に

おけるアブミ冊動脈はヒト胎児g!5期､40日の動

脈系に桝似し､ロ.)ス科のアブミ骨動脈が中断さ

れた点で耶6籾､44日の動脈系と類似点が認めら

れる｡三Zifこマーチセット科では中硬膜動脈が顎動

脈より分枝している点が第7期､52日に類似して

おり､個体発生と系統発生の間に密接な関係が認

められた｡

上肢の動脈系 :ロリス科にみられる動脈管束は
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